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8
月
に
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
第
29
回
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
に
、
女
子
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
梅
津
美
絵
さ
ん
。

準
決
勝
の
メ
キ
シ
コ
戦
で
は
貴
重
な
先
制
点
を

挙
げ
る
な
ど
、
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
と
し
て
役

割
を
果
た
し
た
。
決
勝
戦
で
は
強
豪
ブ
ラ
ジ
ル

と
対
戦
。
延
長
戦
ま
で
持
ち
込
ん
だ
も
の
の
０

対
1
で
惜
敗
し
た
。「
た
だ
、
初
め
て
の
世
界

大
会
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」
と
、
銀

メ
ダ
ル
を
手
に
話
す
梅
津
さ
ん
。
学
ん
だ
の
は
、

自
分
で
考
え
る
こ
と
。「
監
督
は
私
た
ち
に
、
個

の
力
で
は
な
く
組
織
で
戦
う
サ
ッ
カ
ー
を
求
め

ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を

常
に
考
え
な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
し
た
」。

　
ま
た
、
練
習
前
か
ら
自
分
の
課
題
に
取
り
組

む
代
表
選
手
の
、
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
に
刺
激
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
控
え
選
手

の
気
持
ち
も
味
わ
っ
た
。「
悔
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
試
合
は
先
発
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
全

員
で
戦
っ
て
い
る
ん
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
」。

　
帰
国
後
、
そ
れ
ら
の
学
び
を
女
子
サ
ッ
カ
ー

部
に
持
ち
帰
り
、
主
将
と
し
て
メ
ン
バ
ー
に
伝

え
な
が
ら
、
４
年
生
は
最
後
の
大
会
と
な
る
12

月
の
第
26
回
全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
の
優
勝
に
向
け
て
練
習
に
励
む
。

　
卒
業
後
は
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
２
部
の
ス

フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
Ｆ
Ｃ
に
入
団
す
る
梅
津
さ

ん
。「
こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
た
の
は
、
多

く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
挑
戦
し
続
け
た
い
で
す
」
と
、

プ
ロ
の
世
界
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

Ϣ
χ
ό
ồ
γ
Ξ
ồ
υ
Ͱ
ۜ
ϝ
μ
ϧ
ʂ

ֶ
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ͷ
͸
ỏࣗ

෼
Ͱ
ߟ
͑
Δ
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ͱ
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ਆ大ঁࢠαοΧー部Ͱ学Μͩ͜ͱΛྐに、

ϓϩαοΧーのੈքに௅ઓ͠· ʂ͢

ക௡  ඒֆ  ͞Μ Ӧ学科4೥ܦӦ学部国際ܦ

ୈ29回
ϢχόーγΞーυ
大ձٕڝ
αοΧーࢠঁ
日ຊ୅表
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最
誌

部はJIN
していま
styleに

（左から）経済学部現代ビジネス学科2年・渡邉剛さん、佐野朱梨さん、齋藤みなみさん

GLOBAL LIFEENJOY!

SPECIAL FEATURE

　神奈川大学の前身・横浜専門学

校は、1929年（昭和 4年）国際港

都横浜に設置されたことも大きく

影響して、外国語の教育に力を入

れていました。その内容は会話な

どを中心とした実践に役立てるた

めの語学教育でしたので、戦前と

しては先進的な内容で、新制神奈

川大学となった際にもこの伝統の

多くの部分が活かされています。

　皆さんも、ぜひ神大が受け継ぐ

実践的な外国語やコミュニケー

ションを学んで、世界を身近に感

じてみましょう！

INTRODUCTION

世界に開かれた港町と
神大の関係。

JINDAI

GLOBAL

03

K U  G R A F F I T I
V O I C E  1 2 [ V O L . 5 9 ]

ౙͱい͑͹、͜ のԻָ !
T H E M E

。「ていますͬࢥ΋ग़ళしΑ͏とʹބதࢁ

さΒʹは、ϒϥϯυΛ্ཱͪ͛るܭը΋

あるのだと͔。「༑ਓとೋਓでϏʔναϯ

μϧのϒϥϯυΛ࢝Ίます。དྷ೥の4݄

ʹʑ࣍。「は͓൸࿐໨で͖る༧ఆですʹࠒ

ϓϩδΣΫτΛ্ཱͪ͛るδΣϦʔさΜ

͔Βޙࠓ΋໨が཭ͤまͤΜ。 

ɹকདྷはࣗ෼でۀىしͨいと͑ߟている

δΣϦʔさΜ。ಉ͡ࢤΛ΋ͭਆ大ੜ4ਓ

とࠓՆ、ϑϧʔπδϡʔεの͓ళΛח૔

ʹΦʔϓϯ。20೔間のظ間ݶఆͳがΒ

1800ਓ΋の͓٬さΜが଍ΛӡΜだͦ͏で

す。「ࠓճの͓ళで༷ʑͳਓとܨがりΛ΋

てましͨ。དྷ೥はग़ձͬͨԑΛ͔׆して

ϚοΫス΢Σϧ・
δΣϦー・ό΢Ξ͞Μ

Ӧ学部ܦ
国際ܦӦ学科3೥

M a x w e l l  J e r r y  B a u e r

表ࢴのਓ

৽৘ใ͸FacebookͰνΣοΫʂ࠷
しきΕなかった方の一ࡌ໘に掲ࢽ

部はJINDAI Style公式Facebookに掲ࡌ
しています。http://facebook.com/jindai.
styleにアΫセスしてくださいʂ

COVE R  STORY
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H APPY
HALLOWEEN

ぼ

ネ

沿

ラ

い

ん

4つのセクションで、楽しみな

がら英語スキルアップ！学部

問わず、英語好き・交流好きな

人が活動中。

①ディスカッションセクション

　火・木

②ディベートセクション 火・木

③ガイドセクション 火

④スピーチセクション 火

※全て18：10～

※横浜キャンパスで活動

英語研究部(E.S.S)

留学生と神大生との架け橋と

なるべく活動。国際センター

と繋がりが強いので、留学や

バディー募集等の情報をいち

早くゲットでき、留学生との

交流イベントもたくさん開催

できますよ！

※木・昼休み　横浜キャンパ

ス国際センター1階

※横浜キャンパスで活動

ISCA（神奈川大学国際
学生交流委員会）

国際交流イベントに参加した

り、留学生と交流したり、様々

な異国料理を食べに行ったり。

留学経験のあるメンバーに留

学相談もできます！楽しんで

活動しているので、語学が得

意でなくても気軽に国際交流

できます。

※日時・場所は不定期

※湘南ひらつかキャンパスで

活動

国際交流サークルABC

横浜キャンパス

湘南ひらつかキャンパス

3号館地下1階

1号館1階

※開室時間・担当講師は、スペース前の一覧表でご確認ください。

どの学部の学生も利用できるスペース。ネイティブ・スピー

カーの先生と英語で自由に交流できます！これから英語力を

伸ばしたい英会話初級者から、留学を目指す上級者まで、それ

ぞれ個人の目的に合わせて英語力の向上に取り組めます。

06 ENGLISH
LOUNGE

English Loungeで英会話

留学生と交流したい人、留学をしたいと考えている人は、ぜひ国際セン

ターへ！語学力アップのサポートや留学の相談も行っています。留学生

と一緒に楽しめる季節ごとのパーティーや親睦交流旅行などのイベント

も実施。また、ランチタイムを中心に留学生とお互いの言語や文化を教え

合って、一緒に学べる相互学習制度を開催。教室では緊張してしまう人で

も積極的に会話に参加できますよ！

12月15日（金）クリスマスパーティー（ISCA主催）（詳細は掲示、

Web St@tion）※横浜キャンパス国際センターで開催

※国際センターでは通年でいろいろなイベントを行っています。

詳細については、各キャンパス国際センターに問い合わせください。

国際センターイベント

最初は事前の申込みが必要です。（各キャンパス国際センター窓口）

交流が深まれば、いつでもお互いの都合を合わせて交流をすること

が可能です。（詳細は掲示、Web St@tion）

相互学習参加方法

07 CIRCLES
クラブ·サークルでさらに仲良し!

TALK ING !

交換留学生・研究生を迎え入れる時期に、国際寮でWelcome Partyを行っ

ています！パーティーは国際寮内での交流イベントの企画実施や留学生

サポート等を行うRA（レジデント・アシスタント）が中心となり、レクリ

エーションや食事をしながら交流し、共同生活のスタートを迎えています。

WELCOME PARTY
国際寮へようこそ  ウェルカムパーティー

04

LET'S  S
TEADY

AN

05 INTERNATIONAL 
CENTER
国際センターで異文化交流

05

01 ENGLISH CAMP 02 TUTOR·BUDDY SYSTEM 03 INTERNATIONAL HOUSE 04 WELCOME PARTY 05 INTERNATIONAL CENTER  06.ENGLISH LOUNGE  07.CIRCLES

国際交流は留学や英会話教室に

通わなくてもできるんです！キャンパス内で

交流できる7つの極意を紹介します。

GLOBAL 7 TIPSFUN!

キャンパス国際交流 7つの極意

ENJOY! GLOBAL LIFE

経営学部国際経営学科1年

大
おお

城
しろ

弥
ひろ

斗
と

さん

 F E E LS
 SO

 G O O D !

ぼくが参加したEnglish Campは湘南ひらつかキャンパスの宿泊施設で開催され、

ネイティブの先生1人対学生14人で5日間、生活を共にしました。内容はテーマに

沿った英語表現や英語でのスピーチなど。周りの学生は英語が上手で先生ともス

ラスラ話をしていて、まだまだ自信もなく、たどたどしい感じのぼくは悔しい思

いをしました。でも、その悔しさから真剣に英語を学ぼうという気持ちになれた

んです。一番印象に残ったことは、英語を学ぶ上での姿勢を学べたことですね。

English Campとは…
春・夏休みに湘南ひらつかキャンパスで４泊５日の「（国内）短期留学」を体験でき

る学習制度です。起床から就寝までの全てを英語で行うことをルールとし、集中的

に英語を学べます。詳細はP07へ

た

々

り。

留

で

得

流

で

C

博士前期課程

チューター制度とは、新入・交換留学生の生活や学習を支援するため、上級学

年の先輩がサポートする制度です。また、バディー制度とは、短期語学研修プ

ログラムに参加している学生の生活の支援などをするパートナー制度です。

いずれの制度も、国際センターからのお知らせ（掲示、Web St@tion）で募

集しますので、興味のある人はぜひ応募してみましょう！

English Campで英語力UP↑01

I'M
AN"RA " ! !

国際寮RA(レジデント・アシスタント)とは…
国際センターなどと連携をとり、国際寮に住む学生の

サポートをする役職がRAです。

外
国
語
学
部

ス
ペ
イ
ン
語
学
科
4
年

永な
が

田た

滉
あ
か
り

さ
ん

国際寮のRAを務めています。寮の雰囲気は留学生の入

れ替えがある半期ごとに変わるのですが、今期は活発な

印象で、学生同士がラウンジで談笑したり、一緒にご飯

を食べているのをよく見かけます。

03 INTERNATIONAL
HOUSE
国際寮（エスペラール）で海外生活体験

02 TUTOR·
BUDDY SYSTEM

留学生をサポート  チューター制度・バディー制度

［横浜］前学期4～5月、後学期9～10月

［湘南ひらつか］私費留学生チューター：前学期4～5月、後学期9～10月

受入れ交換留学生チューター：前学期4～７月、後学期9～1月

チューター期間

［横浜］7月初旬～8月初旬（5週間）、1月中旬～2月中旬（5週間）

［湘南ひらつか］5月中旬～6月初旬（3週間）

バディー期間

英語を真剣に学ぶきっかけを
作ってくれたEnglish Camp

uerさん
レ
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Italy

パスタ・アル・トンノ

FAMOUS FOOD 

イタリアの家庭でよく食べられているトマトとツナのパスタで

す。簡単に作れるので自炊してお弁当に持っていくこともあり

ます。私は料理を作るのが大好きなので、今度はイタリアのお菓

子をみんなに食べてもらいたいです。

工学部
物質生命化学科

鄭
ジョン

有
ユヒョン

賢さんFrom: Korea

From: Italy

私はナノバイオの研究をしていて、さらに技術

を学びたいと思い、科学技術が進歩している日本

に留学を決めました。日本語を中学生の頃から勉

強していたことも理由のひとつです。私の暮らすKK国際寮ではみんなで集まって料理や談笑をするこKoreaKoreaとが多く、楽しいです。韓国にも「ジョン」という、KoreaKorea
みんなで集まっていろいろなことをする文化が

あって、その雰囲気に似ている感じがして、日本の

生活は快適です。

チーズトッポギ

FAMOUS FOOD 

トッポギは屋台などで売っているものを買って食べることが多

いです。キャベツと玉ねぎ、トックというお餅に、さつまあげを

入れて作ります。甘辛い味で一度食べると病みつきになります

よ！

With
My Japanese

Friend

My 

Grazie 

mille dell '

accoglienza!

私の名前はマルティナです。

English 
Camp
募集!

2017年度春季English Campの申込みについて興味のある方は、
ぜひ各キャンパスの国際センターへご相談ください。
［期間］中級 2018級 年2月19日（月）～23日（金） / 上級 2018級 年2月26日（月）～3月2日（金）

［場所］湘南ひらつかキャンパス　国際交流研修室　［対象］本学在学生 ［定員］各回15名

［参加費用］5,500円程度（宿泊費、テキスト代等含む）※食費・交通費等は自己負担です

［申込期間］12月11日（月）～15日（金）※先着順

ただし、過去に同レベルのキャンプに参加したことがある学生は、

空き・キャンセルが出た場合のみ応募可能です。（初参加優先）

W
ELCOM

E ! ! !

外国語学研究科
博士前期課程

欧米言語文化専攻

Martina 
Cavallaroさん

カヴァッラロ・マルティナ

（
海
苔
は
や
は
り
莞
島
海
苔
！
）

（お
もてな

しあり
がとう

！）

　イタリアでは日本の現代文学について学んでい

ました。2年前、短期留学で京都に滞在した際、伝統

的な街並みが素敵な場所でありましたが、まだ日

本語をあまり話せない時に関西弁で話しかけられIt lIt lて混乱したのを覚えています（笑）。イタリアも日ItalyItaly本のように伝統的な建物や美術館が多く、温和なItalyItaly
性格の人も多いので似た国同士なのかもしれない

ですね。日本が大好きなので、将来は日本で働けた

らと思っています。

With
My Japanese

Friends

07

01.from China_Nan   02.from Germany_Andre    03.from Italy_Martina    04.from Korea_Yuhyun

様々な国から集まった留学生たちに

日本での生活についてインタビュー。

母国の料理も手作りしてくれました！

MY HOMELANDHELLO!

お国じまんインターナショナル

ENJOY! GLOBAL LIFE

nese
d

China

　中学、高校、大学と日本語を勉強してきたので、

いつかは日本に行きたいとずっと夢見ていました。

ドラマの「あまちゃん」が大好きで主人公の名前

を参考に「あまのあきこ」という自分の日本名もChiChi考えてしまうほど。留学の間に舞台になった岩手ChinaChinaにも行ってみたいと思っています。日本は本当にChinaChina
みんな親切で、心があたたかくなる場所だなと感

じています。ごみの分類に慣れるにはもう少し時

間がかかりそうですが（笑）

チンジャオ・チャオロー

FAMOUS FOOD 

ピーマンと豚肉を炒めた料理で、中国では食卓によく出ます。

この前もドイツ人の友だちから中華料理を食べたいとリクエス

トされたので、私が腕を振るいました。私は辛いのが好きなの

で辛口だったかもしれませんが、なかなか好評でしたよ！

From: Germany

外国語学部
国際文化交流学科

金
キン

楠
ナン

さん From: China

Germany

　日本の伝統文化や日本食に興味があり留学に来

ました。初来日なので、見るもの全てが新鮮です

ね。驚いたのは電車の中など、たくさんの人が集ま

る場所でも日本の人たちがとても静かにしているGGGermanyGermanyGermanyGermany
ツも日本と同じく豊富な自然があり、それを保護

しようと人々が活動している素晴らしい国なので、

ぜひドイツにも遊びに来てください。

フリカデレ

FAMOUS FOOD 

伝統的な料理でハンバーグに似ています。今はいろいろな国の

食べ物をお店で食べられるので、選ぶ機会は少なくなりました。

ハイキングに出かけるときに持っていくので、日本のおにぎり

的な役割かもしれません。

With
My Japanese

Friend

With
My Japanese

Friend

交
个
朋
友
吧
！

私の名前はキン・ナンです。

私の名前はアンドレです。

Ich freue 

mich, euch 

kennenzulernen!
COM

E ! ! !

経営学研究科
博士前期課程
国際経営専攻

André 
Bernhauerさん

ベルンハウエル・アンドレ

（
友
達
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！
）

（よろ
しくお

願いし
ます！）

´
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陸上

も
崩
れ
る
こ
と
な
く
、
安
定
し
た

走
り
で
優
勝
に
導
い
た
選
手
に
対
し

大
後
監
督
は「
1
区
か
ら
7
区
ま
で
ど
こ
ま
で

や
れ
る
か
が
大
事
だ
っ
た
。
百
点
満
点
」
と

笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

前
半
の
1
区
山
藤
篤
司
選
手
、
2

区
大
塚
倭
選
手
、
3
区
荻
野
太
成
選

手
、
4
区
鈴
木
祐
希
選
手
は
、
好
位
置

を
保
ち
、
レ
ー
ス
の
後
半
に
な
る
5
区
で
は

越
川
堅
太
選
手
が
区
間
賞
の
走
り
で
2
位

ま
で
順
位
を
上
げ
、
6
区
安
田
共
貴
選

手
に
リ
レ
ー
、
7
区
大
川
一
成
選
手
が

17
秒
差
で
勝
負
の
最
終
8
区
に
襷
を
繋

ぎ
、
鈴
木
健
吾
選
手
が
約
3
㎞
過
ぎ
で
先

頭
に
立
ち
、
2
位
に
1
分
18
秒（
19・
7
㎞
）

の
差
を
つ
け
て
、
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り

ま
し
た
。

1

2

3

4

5

6

7

8

誰

C

優勝への道のり

Victory
 Road

熱田神宮西門前
START

第1区 14.6km

山藤 篤司
（人間科学部 3年）

43.29（区間順位：4位）

喫茶シャロウ前

通過順位：4位

第2区 13.2km

大塚 倭
（経済学部 4年）

38.56（区間順位：7位）

通過順位：3位

コマツリフト
四日市支店前

第3区 9.5km

荻野 太成
（人間科学部 2年）

27.34（区間順位：5位）

通過順位：4位
山九四日市支店
海山道倉庫前

第4区 14.0km

鈴木 祐希
（人間科学部 4年）

40.40（区間順位：5位）

通過順位：4位

中勢自動車学校前第5区 11.6km

越川 堅太
（人間科学部 2年）

33.52（区間順位：1位）

焼肉きんぐ
津上浜店前 通過順位：2位

第6区 12.3km

安田 共貴
（人間科学部 2年）

36.08（区間順位：4位）

元ドライブイン
三雲前

通過順位：2位第7区 11.9km

大川 一成
（人間科学部 4年）

34.46（区間順位：4位）

第8区 19.7km

鈴木 健吾
（経済学部 4年）

57.24（区間順位：2位）

伊勢神宮内宮宇治橋前
GOAL

JA松阪前

通過順位：2位

熱田神宮西門前▶
伊勢神宮内宮宇治橋前

8区間106.8km

区間賞

Win!

jindai_vol316_nyuRe_last_3.indd   09 17/12/02   16:22

08

月
5
日（
日
）、
秩
父
宮
賜
杯
第
49

回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
が
、
愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
神
宮
西
門

前
か
ら
三
重
県
伊
勢
市
伊
勢
神
宮
内
宮
宇
治

橋
前
ま
で
の
8
区
間（
全
長
1
0
6・8
㎞
）で

行
わ
れ
ま
し
た
。

関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟
推
薦
校
選
考

会
を
1
位
で
通
過
し
、
16
回
目
の
出
場
と

な
っ
た
本
学
陸
上
競
技
部
駅
伝
チ
ー
ム
は
、

総
合
1
位（
5
時
間
12
分
49
秒
）と
な
り
、
20

年
ぶ
り
3
度
目
と
な
る
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
1
月
に
行
わ
れ
る
箱
根
駅
伝

で
は
、前
回
大
会
以
上
の
躍
進
を
期
待
し
ま
す
。

沿
道
で
ご
声
援
い
た
だ
い
た
在
学
生
、
卒
業
生
、

教
職
員
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、

Tw
itter

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て

も
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

陸上競技部駅伝チーム

も
崩
れ
る
こ
と
な
く
、
安
定
し
た

11

皆さま、たくさんの応援
 ありがとうございました!!

誰

優勝！！

第49回
全日本大学駅伝
対校選手権大会

神大陸上競技部駅伝チームは、20年ぶり3回目 　　　の優勝を飾りました！
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皆
応

近

往

第
箱

箱

吉
よし

田
だ

大
ひろ

輝
き

さん

（外国語学部国際文化交流学科4年）

左／練習や試合の中で感じたことをノート

に取っている吉田さん。「どういうテーマの

練習を、どんな点に気をつけながら行った

か、子どもたちにどういう声かけをしたか

などを書き留めています」。

右／子どもたちを集めて、戦術や選手の動

きを俯瞰で確認するための作戦ボード。

ど
も
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
な
、

外
国
語
学
部
４
年
の
吉
田
大
輝
さ
ん
。

中
学
２
年
の
と
き
に
は
所
属
し
て
い
た
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
と
と
も
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
遠
征
。「
外
国
語

が
話
せ
な
く
て
も
ボ
ー
ル
一
つ
あ
れ
ば
交
流
で

き
る
こ
と
に
、
改
め
て
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
そ
ん
な
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
今
、
神
奈
川
県
屈
指
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
る
。

指
導
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る
の
は
、
勝
つ

こ
と
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
。「
点
数
を
取
る
た
め
だ
け

の
勉
強
は
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
を
読
み

解
い
て
い
く
過
程
で
、
幅
広
い
考
え
方
を
身
に

つ
け
た
り
、
新
た
な
発
想
を
思
い
つ
い
た
り
す

る
の
が
本
当
の
勉
強
の
楽
し
さ
。
サ
ッ
カ
ー
も

同
じ
で
す
」
と
吉
田
さ
ん
。
子
ど
も
に
質
問
を

投
げ
か
け
る
と
き
も
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
で
答

え
る
の
で
は
な
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や
考
え

方
を
引
き
出
す
よ
う
な
質
問
を
す
る
よ
う
に
心

が
け
、
子
ど
も
の
成
長
を
促
し
て
い
る
そ
う
だ
。

来
春
か
ら
、
正
式
に
コ
ー
チ
と
し
て
の
就

職
も
決
ま
っ
て
い
る
。「
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、

そ
の
子
の
未
来
が
豊
か
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
し
、
そ
れ
が
指
導
者
と
し
て
の
ぼ
く
の
目
標

で
す
」
と
子
ど
も
た
ち
の
、
そ
し
て
、
自
身
の

未
来
に
向
か
っ
て
も
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

子

T
O

 T H E  F U T U
R

E

TO

 THE WORLD

　今年は本学の創立者・米田吉盛先生

が逝去されてから30年となります。

　米田先生は愛媛県内子町論田地区の

出身で、尋常小学校卒業後、京都の呉服

屋で丁稚奉公、その後台湾で働きまし

た。給料は将来自身の学問に役立てる

ため貯金をしていたといいます。その

後、東京で新聞配達をしながら勉学に

励み、中央大学専門部へ進学を果たし

ました。「中正堅実な青年を多く育て

ることが、大きく社会に貢献できる」

という強い思いから教育事業に着手、

1928（昭和3）年、29歳で法学科を持

つ夜間部の『横浜学院』を創立。さらに

その翌年の1929（昭和4）年に、『横浜

専門学校』の設置認可が下り、米田先

生の教育事業は本格的にスタートした

と言えます。この時の教育方針が「教

育は人を造るにあり」であり、人格の

養成に重点を置いた教育の基礎となり

現在に続いています。

v o l . 0 9神大史を紡いで

少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
コ
ー
チ

11

皆さんの応援は、神大チームの力になります。
応援マナーを正しく守って、みんなで箱根駅伝を盛り上げよう！

10
1

2

3

4

5

9

1

2

3
4

5 

7

6

8

8

7

6

コ
ー
ス
周
辺
で
ラ
ジ
コ
ン
や
ド
ロ
ー
ン
、

自
撮
り
棒
は
つ
か
う
べ
か
ら
ず
。

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
、

中
継
所
の
近
く
で
校
旗
や
部
旗
な
ど

掲
げ
る
べ
か
ら
ず
。

が
ー
ド
レ
ー
ル
や
橋
に
横
幕
、

旗
を
く
く
り
つ
け
る
べ
か
ら
ず
。

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
行
く
と
き
は
、

道
路
が
わ
に
出
な
い
よ
う

気
を
つ
け
る
べ
し
。

歩
道
か
ら
手
や
身
体
を
乗
り
だ
す
と

危
険
な
の
で
す
る
べ
か
ら
ず
。

脚
立
を
つ
か
っ
た
応
援
は
危
な
い
の
で

す
る
べ
か
ら
ず
。

歩
道
が
わ
で
応
援
す
べ
し
。

道
路
側
で
応
援
す
る
べ
か
ら
ず
。

交
通
渋
滞
を
招
く
、く
る
ま
や

自
転
車
で
の
応
援
は
す
る
べ
か
ら
ず
。

シード権獲得校
●青山学院大学（前回大会優勝）
●東洋大学（同2位）
●早稲田大学（同3位）
●順天堂大学（同4位）
● 神奈川大学（同5位）

●中央学院大学（同6位）
●日本体育大学（同7位）
●法政大学（同8位）
●駒澤大学（同9位）
●東海大学（同10位）

予選会通過校
●帝京大学（予選会1位）
●大東文化大学（予選会2位）
●中央大学（予選会3位）
●山梨学院大学（予選会4位）
●拓殖大学（予選会5位）

●國學院大学（予選会6位）
●国士舘大学（予選会7位）
●城西大学（予選会8位）
●上武大学（予選会9位）
●東京国際大学（予選会10位）

近年の成績

応
援
マ
ナ
ー
八
ヶ
条

か
な
が
わ
だ
い
が
く

出場校一覧

一二三四五六七八

ラ
ジ

つ
か
う

旗
な
ど

り
だ
す

を
連

が
わ
に

け

な
い
の

道
が
わ

側

、く
る

は
す

総合優勝：2回（1997,1998）
往路優勝：3回（1997,1998,2002） 復路優勝：1回（1998）

94回東京箱根間往復大学駅伝競走は
2018年1月2日･3日に開催されます。皆さ

まの応援は選手の力となります。これまで以上に
強い信念をもって、レースへの準備に取り組み、
日々の練習に励む陸上競技部駅伝チームへの応
援を、よろしくお願いします。

おすすめ応援スポットの
8つを紹介します。

第1区 21.3km
大手町▶鶴見

第10区 23.0km
鶴見▶大手町

第9区 23.1km
戸塚▶鶴見

第2区 23.1km
鶴見▶戸塚

第3区 21.4km
戸塚▶平塚

第8区 21.4km
平塚▶戸塚

第4区 20.9km
平塚▶小田原

第7区 21.3km
小田原▶平塚

第5区 20.8km
小田原▶箱根

第6区 20.8km
箱根▶小田原

往路 GOAL | 復路 START

箱根・芦ノ湖
入口駐車場前

往路 START | 復路 GOAL

東京大手町・
読売新聞社前

東神奈川駅東口

横浜駅東口
ヨコハマプラザホテル前

戸部駅前

保土ヶ谷駅前

遊行寺

茅ヶ崎第一中学校前

湘南海岸公園付近重点応援
ポイント

箱根湯本駅前

ー
旗

重点応援
ポイント

第

箱根駅伝をみんなで応援しよう！！

みん
なで
応援
しよう

!!

小田原中継所

平塚中継所

鶴見中継所

戸塚中継所

応援マップ

　  往路   　　復路

10

大会年 大会回数 総合順位 往路順位 復路順位

2017年 93 5 6 7

2016年 92 13 15 12

2015年 91 17 14 16

10
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山梨県 稲
いな

見
み

 彩
あや

花
か

さん

法学部法律学科  2年
（山梨県立甲府第一高等学校）

「桔梗信玄餅」

R E C O M M E N D E R
の出身地・山梨県は、自然が

豊かで暮らしやすい街です。

山梨は富士山や八ヶ岳などの山々に

囲まれています。そのため山からの

湧き水が豊富で、とてもおいしいで

す。また、フルーツ王国としても有

名で、ぶどうや桃はもちろんのこと、

すももやさくらんぼなども作られて

おり、時期になると、近所の人から

もたくさんいただきます。フルーツ

以外にもほうとうや馬刺し、ワイン

なども名物です。さらにフルーツ公

園があり、そこからの夜景は新日本

三大夜景に認定される美しさです。

もちろん、静岡県と半分こしている

富士山や河口湖、鳴沢氷穴、富士急

ハイランドなどの観光地も多いので、

いろいろな楽しみ方があります。

私

M
Y

 H
OME TO

W
N

多くの人に愛される、山梨の銘菓。きな粉をまぶしたお餅に、特

製の濃い黒蜜をかけいただく桔梗信玄餅は、「ふるさとの味」を

コンセプトに手づくりの味わいにこだわって作られています。

F A M O U S  F O O D

東京五輪後もボランティアが活躍できる
方法です。各地域にあるスポーツボラン

ティアの組織が体育協会と連携し、アプリのマッ
チング機能を使って活躍の場を広げます。SPJで
優秀賞を獲得しました。（3年 伊

い

藤
とう

由
ゆ

希
き

子
こ

さん）

まちづくりや子どもの教育を通してス
ポーツに関わる方法もあると聞き、選び

ました。来年2月にはニュージーランドでのゼミ
合宿に参加し、地域の子どもを対象にしたスポー
ツ活動について学びます。（3年 岡

おか

本
もと

大
まさ

希
き

さん）

ゼ ミ・ 研 究 室 カ タ ロ グ

Q  ゼミを選んだ理由は？

Q  どんな研究を行っていますか？

チーム作業やプレゼンの機会が多く、
相手に物事をうまく伝える方法を学び

ました。SPJの直前まで厳しく指導されたことで、
パワーポイントの作り方も含めたプレゼンのス
キルはかなり上達しました。（3年 長

ながぬま

沼輝
てるとも

知さん）

Q  ゼミで学んだことは？

　スポーツ産業の規模・領域等の調査

から各自が専門の研究内容を決定し、

ゼミ合宿やインターシップを通して学

習成果を高めます。3年生はＳＰＪ（ス

ポーツ政策提言会議）を目標に論文執

筆・プレゼンテーション能力を高め実

際に政策提言を行います。重要なのは

「問題発見能力」を養うこと。課題を

キャッチするために、常に「社会の変

化に敏感であれ」と伝えています。

F R O M  T E A C H E R

社会の変化にいつも敏感であれ。

［専門分野］ スポーツ産業・公共政策（官民連携）・マネジメント

［卒業研究］東京オリパラ後のボランティア活用、海洋国ＮＩＰＰＯＮ

における海の活性化、鎌倉市の地域スポーツ振興策検討 ［卒業生

の進路］出版社、銀行、教員（保健体育）、フィットネス産業、スポーツ

施設運営会社、広告代理店、イベント企画会社など

S E M I N E R  D A T A

O T A K E  H I R O K A Z U  S E M I N A R

大竹  弘和  ゼミナール  ｜    人間科学部  ｜

「山梨は自然豊かでのどかってこん。遊びにこうし。」
（意味：山梨は自然豊かでのどかなんだよ。遊びにおいで。）

ゼミ生に聞きました

富士の国やまなし観光
キャラバン隊長

武田菱丸
©HISHIMARU TAKEDA
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先
輩に会いた

い

O
B

·O
G  I N T E RV

IE
W

1989年静岡県生まれ。学生時代の映像制作経験を活

かし、2012年に広告制作会社に入社。プロダクション

マネージャーとして、テレビCMなどの制作に携わる。

2012年には学生時代の映像制作チームの友人に誘

われ、チームラボに転職。「より便利なサービスを提

供するため、人間の行動やそれに基づいたデザイン

について学んでいきたい」とのこと。

YO DA  YO S H I Y U K I

里
教
授
の
社
会
学
の
ゼ
ミ
だ
っ
た
。

「
な
ぜ
、
自
分
が
そ
う
考
え
る
の
か
、
理
由

を
明
確
に
す
る
思
考
方
法
、
そ
れ
を
相
手
に

伝
え
る
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
」。
メ
デ
ィ

ア
学
の
授
業
で
友
人
た
ち
と
映
像
作
品
を
制

作
し
た
経
験
も
大
き
い
。「
仲
の
良
か
っ
た

４
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
フ
ェ
イ
ク
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
撮
影
。
教
授
か
ら
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
映
像
作
り
の
面
白
さ

に
ハ
マ
り
、
そ
の
後
、
同
じ
チ
ー
ム
で
作
っ

た
作
品
が
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
」。
学
生
時
代
は
、
で
き
る
で
き

な
い
に
関
係
な
く
、
と
に
か
く
興
味
の
あ
る

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
と
い
う
依
田

さ
ん
。
そ
う
し
て
得
た
経
験
が
、
今
、
次
々

に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

新
の
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆

使
し
た
ア
ー
ト
表
現
で
世
の
中
の
注

目
を
集
め
る
一
方
、
シ
ス
テ
ム
や
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
開
発
で
も
数
多
く
の
実
績
を
重
ね

て
い
る
ウ
ル
ト
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
集
団

「
チ̶

ム
ラ
ボ
」。
依
田
嘉
幸
さ
ん
は
、
そ
こ

で〝
カ
タ
リ
ス
ト
〞
と
い
う
肩
書
き
で
、
新

た
な
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に

携
わ
っ
て
い
る
。「
チ
ー
ム
ラ
ボ
は
基
本
的

に
役
職
の
上
下
が
な
く
、
み
ん
な
フ
ラ
ッ
ト

な
立
場
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
英
語
で
触
媒
を
意
味
す
る〝
カ

タ
リ
ス
ト
〞
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
専
門
職
の
間
に

立
っ
て
意
思
疎
通
を
し
、
仕
事
を
円
滑
に
進

め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」。

そ
の
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ

と
が
あ
る
と
依
田
さ
ん
は
言
う
。「
人
と
仲

良
く
す
る
だ
け
な
ら
何
と
か
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
も
ち
、
そ

れ
を
人
に
伝
え
、
中
途
半
端
に
妥
協
す
る
こ

と
な
く
着
地
点
を
見
つ
け
る
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
が
難
し
い
。
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や

り
遂
げ
る
に
は
、
何
が
何
で
も
や
り
抜
く
意

思
と
力
が
必
要
な
ん
だ
と
社
会
に
出
て
か
ら

実
感
し
ま
し
た
」。

そ
の
力
を
育
ん
で
く
れ
た
の
が
、
大
庭
絵

最

M Y  W O R K  I T E M

いつでも仕事ができるようにPCと電源ア

ダプタを持ち歩いてます。

M Y  S C H O O L  D AY S

経営学部国際経営学科卒業［2 0 1 1年度］

学生時代は興味があることに

とにかくチャレンジ！

そこから学ぶことは多いはず。

る
ン
ッ
で

ス
び
ミ
ー

グ

、
び
で、
ス
ん）

ＯＮ

業生

ーツ

チームラボ　カタリスト

ペ受賞したときに記念に撮影しました。
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接
す
る
機
会
が
少
な
い
社
員
に
対
し
て
、脳

接
す
る
機
会
が
少
な
い
社
員
に
対
し
て
、脳

学
生
編
集
ス
タ
ッ
フ
責
任
編
集

冬
は
寒
い
か
ら
こ
そ
、温
か
い
も
の
の
あ
り
が
た
み
に
気
付
く
季
節
で
も
あ
り
ま
す
ね！

 

そ
し
て
今
回
は
食
べ
る
、飲
む
、巻
く
、履
く
、着
る
、浸
か
る
の

6つ
の
温
か
い
も
の
を
ご
紹
介
。

今
年
の
寒
い
季
節
は
、温
か
い
も
の
を
自
分
な
り
に
試
し
、感
じ
て
ホ
ッ
と
し
ち
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い！

私
の
愛
す
る
冬
の
楽
し
み
方

V
O

L.86

学
生
ス
タ
ッ
フ

探
検
隊

寒
い
と
き
に
暖
か
い
部
屋
で
食
べ
る
ア

イ
ス
も
最
高
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
お
鍋
で

温
ま
り
た
い
。シ
メ
を
麺
に
す
る
か
、リ

ゾ
ット
に
す
る
か
を
悩
む
の
も
楽
し
み
。

TA
BER

U

食
べ
る

寒
い
冬
を
乗
り
切
る
に
は
温
か
い
飲
み

物
は
必
須
。コ
ー
ヒ
ー
も
良
い
し
、ス
ー

プ
を
持
ち
歩
く
の
も
良
い
か
も
。
お
気

に
入
り
の
ス
ー
プ
ジ
ャ
ー
を
見
つ
け
た
ら

楽
し
い
冬
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

N
O

M
U

飲
む

な
る
あ
の
人
の
巻
き
方
を
こ
っ
そ

ネ
し
て
み
る
の
も
ド
キ
ド
キ
し
て
楽

。
そ
の
恋
が
実
っ
た
ら

2
人
で

1

マ
フ
ラ
ー
に
巻
か
れ
て
な
ん
て
妄

想
が
膨
ら
む
。

M
A

K
U

巻
く

モ
ノト
ー
ン
に
陥
り
が
ち
な
冬
の
装
い

は
靴
下
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
み
る
の

良
い
か
も
。ス
ニ
ー
カ
ー
ば
か
り
に
な

が
ち
だ
け
ど
、た
ま
に
は
ブ
ー
ツ
で
思

っ
き
り
冬
気
分
を
味
わ
っ
て
。

H
A

K
U

履
く

ゃ
れ
を
す
る
た
め
に
あ
る
と

過
言
で
は
な
い
。
色
も

だ
け
し
か
な
い
も
の
を

み
た
い
。
毎
日
の
よ
う
に
着
る
コ
ー

び
は
慎
重
に
ね
。 K

IR
U

着
る

1
年
中
お
風
呂
は
好
き
だ
け
ど
、冬
は

も
っ
と
好
き
。
長
風
呂
の
お
供
に
体
の

温
ま
る
入
浴
剤
を
入
れ
て
み
る
の
も
良

い
か
も
。

TSU
K

A
R

U

浸
か
る

01
02

0306
05

04

JIN
D

A
I STYLE

V
O

L.316
学
生
編
集
ス
タ
ッ
フ
責
任
編
集

T
E

L
L

 M
E

, T
E

A
C

H
E

R
!!

文学、医学、生物学、社会学、ロボット工

学、教育学など様々な方向から笑いと

ユーモアを科学的に検証した『笑いを科

学する』（木村洋二編／新曜社）。幅広い

分野の学生が興味をもって読めます。

O S H I M A  K I M I E

聞いた人＝

横浜キャンパス
学生スタッフメンバー

ア
メ
リ
カ
人
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
会

話
の
中
に
頻
繁
に
ジ
ョ
ー
ク
を
挿
入
し
ま

す
。移
民
の
国
で
あ
り
、日
常
的
に
多
様
な
人
種
や

異
文
化
を
も
つ
人
々
と
接
す
る
機
会
が
多
い
の
で
、

交
流
の
場
を
和
や
か
に
す
る
た
め
に
ジ
ョ
ー
ク
を

用
い
る
の
で
す
。ジ
ョ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
現
代
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
発
想

や
生
き
方
を
研
究
す
る
の
が
ユ
ー
モ
ア
学
で
す
。

大
学
院
生
の
と
き
、国
際
ユ
ー
モ
ア
学
会
に
日

本
人
で
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、「
日
本
の

ジ
ョ
ー
ク
を
披
露
し
て
」と
言
わ
れ
、思
い
つ
か
ず
に

口
ご
も
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
日
本
人
は
ま
じ
め
だ

か
ら
」と
残
念
が
ら
れ
た
こ
と
が
悔
し
く
て
、帰
国
後
、

日
本
の
笑
い
や
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
徹
底
的
に
調
べ
、

日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
笑
い
と
し
て
落
語
に
出
合
い

ま
し
た
。落
語
家
さ
ん
に
英
語
を
教
え
、代
わ
り
に
私

は
落
語
を
教
わ
っ
て
学
会
で
披
露
し
て
以
来
、こ
れ

ま
で
に
30
カ
国
以
上
で
海
外
公
演
も
行
い
ま
し
た
。

管
理
職
や
、技
術
系
・
デ
ザ
イ
ン
系
な
ど
人
と

接
す
る
機
会
が
少
な
い
社
員
に
対
し
て
、脳

を
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
ク
イ
ズ
や
、表
現
方
法
を
工

夫
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。割

り
箸
を
口
に
く
わ
え
、落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
な

が
ら
笑
顔
の
練
習
を
す
る「
笑
顔
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」も
行
っ
て
い
ま
す
。正
し
く
真
っ
直
ぐ
な
笑

顔
に
な
る
よ
う
、頬
の
筋
肉
を
鍛
え
る
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

欧
米
で「
時
そ
ば
」を
演
じ
る
と
、そ
ば
を
す

す
る
場
面
で
笑
い
が
起
き
ま
す
。欧
米
で
は

食
事
中
に
音
を
立
て
る
こ
と
は
厳
禁
だ
か
ら
。で

も
、笑
い
は
普
通
で
は
な
い
場
面
で
起
こ
る
も
の
。

国
外
だ
と
粗
野
と
さ
れ
る
マ
ナ
ー
で
さ
え
落
語
を

通
し
て
伝
え
る
と
、日
本
独
特
の
文
化
と
し
て
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
入
れ
ら
れ
、笑
い
は
異
文
化
理

解
に
も
力
を
発
揮
す
る
の
で
す
。実
際
に
英
語
落

語
を
聞
い
た
海
外
の
人
の
多
く
が
、「
日
本
人
、お

も
し
ろ
い
!
大
好
き
!
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

「
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
世
界
で
活
躍
し

た
い
」と
目
標
を
掲
げ
る
学
生
は
多
い
で
す
が
、異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
事
な
の
は
、英

語
で
何
が
で
き
る
か
。私
は
、異
文
化
理
解
は
世
界

平
和
に
も
繋
が
る
と
信
じ
て
英
語
落
語
を
続
け
て

い
ま
す
。

副読本

T
E

L
L

 M
E

, T
E

A
C

H
E

R
!!

［専門分野］異文化コミュニケーション、社会言語学、ユーモア学

中学校の英語の教科書にも掲載されている大島先生の英語落語。長期休暇には海外公演に出かけ、

小・中学校でも公演。担当する英語専門演習の授業では、学生が英語落語を演じることを課している。

文学、医学、生物学、社会学、ロボット工

学、教育学など様々な方向から笑いと

ユーモアを科学的に検証した『笑いを科

学する』（木村洋二編／新曜社）。幅広い

分野の学生が興味をもって読めます。

外国語学部
国際文化交流学科大島 希巳江先生

O S H I M A  K I M I E

聞いた人＝

横浜キャンパス
学生スタッフメンバー

ア
メ
リ
カ
人
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
会

話
の
中
に
頻
繁
に
ジ
ョ
ー
ク
を
挿
入
し
ま

す
。移
民
の
国
で
あ
り
、日
常
的
に
多
様
な
人
種
や

異
文
化
を
も
つ
人
々
と
接
す
る
機
会
が
多
い
の
で
、

交
流
の
場
を
和
や
か
に
す
る
た
め
に
ジ
ョ
ー
ク
を

用
い
る
の
で
す
。ジ
ョ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
現
代
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
発
想

や
生
き
方
を
研
究
す
る
の
が
ユ
ー
モ
ア
学
で
す
。

大
学
院
生
の
と
き
、国
際
ユ
ー
モ
ア
学
会
に
日

本
人
で
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、「
日
本
の

ジ
ョ
ー
ク
を
披
露
し
て
」と
言
わ
れ
、思
い
つ
か
ず
に

口
ご
も
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
日
本
人
は
ま
じ
め
だ

か
ら
」と
残
念
が
ら
れ
た
こ
と
が
悔
し
く
て
、帰
国
後
、

日
本
の
笑
い
や
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
徹
底
的
に
調
べ
、

日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
笑
い
と
し
て
落
語
に
出
合
い

ま
し
た
。落
語
家
さ
ん
に
英
語
を
教
え
、代
わ
り
に
私

は
落
語
を
教
わ
っ
て
学
会
で
披
露
し
て
以
来
、こ
れ

ま
で
に
30
カ
国
以
上
で
海
外
公
演
も
行
い
ま
し
た
。

管
理
職
や
、技
術
系
・
デ
ザ
イ
ン
系
な
ど
人
と

接
す
る
機
会
が
少
な
い
社
員
に
対
し
て
、脳

を
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
ク
イ
ズ
や
、表
現
方
法
を
工

夫
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。割

り
箸
を
口
に
く
わ
え
、落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
な

が
ら
笑
顔
の
練
習
を
す
る「
笑
顔
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」も
行
っ
て
い
ま
す
。正
し
く
真
っ
直
ぐ
な
笑

顔
に
な
る
よ
う
、頬
の
筋
肉
を
鍛
え
る
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

欧
米
で「
時
そ
ば
」を
演
じ
る
と
、そ
ば
を
す

す
る
場
面
で
笑
い
が
起
き
ま
す
。欧
米
で
は

食
事
中
に
音
を
立
て
る
こ
と
は
厳
禁
だ
か
ら
。で

も
、笑
い
は
普
通
で
は
な
い
場
面
で
起
こ
る
も
の
。

国
外
だ
と
粗
野
と
さ
れ
る
マ
ナ
ー
で
さ
え
落
語
を

通
し
て
伝
え
る
と
、日
本
独
特
の
文
化
と
し
て
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
入
れ
ら
れ
、笑
い
は
異
文
化
理

解
に
も
力
を
発
揮
す
る
の
で
す
。実
際
に
英
語
落

語
を
聞
い
た
海
外
の
人
の
多
く
が
、「
日
本
人
、お

も
し
ろ
い
!
大
好
き
!
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

「
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
世
界
で
活
躍
し

た
い
」と
目
標
を
掲
げ
る
学
生
は
多
い
で
す
が
、異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
事
な
の
は
、英

語
で
何
が
で
き
る
か
。私
は
、異
文
化
理
解
は
世
界

平
和
に
も
繋
が
る
と
信
じ
て
英
語
落
語
を
続
け
て

い
ま
す
。

学
生
編
集
ス
タ
ッ
フ
責
任
編
集
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A
I STYLE

V
O

L.316
学
生
編
集
ス
タ
ッ
フ
責
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C A M P U S  I N F O

平੒3 0೥度
学අについて

1

ฏ੒30年度学අのೲೖ期限は次のとおりで
す。
ୈ一෼ೲ期 4月27日⣬
ୈ二෼ೲ期 10月31日㊌
＊ৼࢴ༺ࠐはฏ੒30年4月上旬にୈ一分
ೲ期分とୈೋ分ೲ期分をೋຕ一૊でお送
りします。分ೲする場合は、ୈೋ分ೲ期分ৼ
。をฆࣦしないΑう஫ҙしてくださいࢴ༺ࠐ
＊ཹ年生は、ผ్の取りѻいになります。

奨学ۚの
願書ड付について

2

ਆಸ઒大学ւ外׆ಈ支援঑学金（څ෇）
期間 12月14日⣫・15日⣬

ਆಸ઒大学指定資格取得・進࿏支援঑
学金（څ෇）
ਆಸ઒大学ࣗݾ実ݱ・੒௕支援঑学金

（෇څ）
ਆಸ઒大学大学院ڀݚ・ࣾ 会׆ಈ支援

঑学金（څ෇）
期間 1月11日⣫、12日⣬

日ຊ学生支援ߏػ
奨学ۚについて

3

͓ۚのこと

M O N E Y

ϦϨーޱ座ະՃೖ者΁

満期対象者で、リレーޱ座ະՃೖの方は、
߇で手続きをして、本人ޱ関૭ػ金༥ٸࢸ
のコϐーを学生課΁提出してください。
ି与奨学ۚܧଓखଓ͖について（卒業

೥࣍生Ҏ外のશ員）

続説明会で「ି与ֹ௨知書」を配෇しܧ
ます。なお、所定の手続きをଵった場合、
঑学金は「ഇࢭ」になります。ܧ続ئ提出
（ೖ力）期間は12月18日⣨～26日㊋で
す。 
詳細 掲示
ଓखଓ͖についてܧ付奨学ۚڅ

の提出（ೖ力）がない場ئ続ܧ෇঑学金څ
合、঑学金は「ഇࢭ」になります。ܧ続ئ提
出期間にͭいてはڅ෇঑学金ద格認定説明
会にてご案内します。

Ոٸ͕ܭมͨ͠場合の
学අについて

4

ਵ࣌、૬ஊを受け෇けています。
問学生課

5 教育ϩーンについて

ۜ行と提ܞし、教育ϩーンの঺հを行って
います。国の教育ϩーン（日本੓ࡦ金༥公
。のパンフレοτ΋༻ҙしています（ݿ
問 Y 務課｜Sࡒ 学生課

4݄2日⣨

9:00～12:00 3年உࢠ

13:30～16:30 2年உࢠʗ大学院உࢠ

4݄3日㊋

9:00～12:00
4年ঁࢠʗ3年ঁࢠ
2年ঁࢠʗ大学院ঁࢠ

13:30～16:30 4年உࢠ

4݄4日㊌

9:00～10:30 ৽ೖ生ঁࢠʗ৽ೖ大学院生

10:30～12:00 ৽ೖ生உࢠ

13:30～15:00 ৽ೖ生உࢠʗ৽ೖ大学院生

湘南ひらつかキャンパス

期間 2018年4月2日⣨～4日㊌
場所 3号館(ମ育館)1֊

4݄2日⣨

9:00～11:30 4年ঁࢠ
13:00～19:30 4年உࢠ
4݄3日㊋

9:00～11:30 3年ঁࢠ
13:00～17:00 3年உࢠ
4݄4日㊌

9:00～11:30 2年ঁࢠ
13:00～19:00 2年உࢠ
4݄5日⣫

9:00～11:30 ৽ೖ生ঁࢠ（৽ೖ大学院生ؚむ）

13:00～17:00 ৽ೖ生உࢠ（৽ೖ大学院生ؚむ）

4݄6日⣬

9:00～10:00 大学院生ঁࢠ
10:30～11:30 全学年ະ受਍者ঁࢠ
13:00～14:00 全学年ະ受਍者உࢠ
14:30～15:30 大学院生உࢠ

横浜キャンパス

期間 2018年4月2日⣨～6日⣬
場所 20号館1～2֊

2 0 1 8೥度
定期健߁਍அについて

定期݈߁਍அの日程は下記のとおりです。
詳細は12月中旬のݸ人宛て༣送෺に同෧
しますので、各ࣗ確認の上、必ず受਍してく
ださい。
Y ὸ 045-481-2523（保݈؅理センター）
S ὸ 0463-73-9050（保݈؅理センター）
詳細 保݈؅理センターHP

のこと߁݈

H E A LT H

ब৬のこと

E M P L O Y M E N T

［3೥࣍生・M1΁］

学内就׆Πϕントについて
1

下記Πϕンτが開࠵さΕますので、ੵ తにۃ
参Ճしてください。
キャϦΞϑΣスタ ＊全学年参Ճ可能ɹ

日程 Y 12月22日⣬・2月2日⣬ S 12月13

日㊌
合ಉا業આ໌ձ  ＊スーπண༻

日程 Y 3月1日⣫～12日⣨（3月5日⣨を
除く）S 3月5日⣨ ＊事前セϛφーを開࠵し

ます。（日程はਵ࣌お知らせ）
詳細 掲示、KUキャリアφϏ

［卒業೥࣍生΁］

進࿏報ొࠂ࿥について
2

進࿏がܾ定した方はͦの進࿏ઌを、ະܾ定
の方は࣌ݱ఺での׆ಈ状گをKUキャリア
φϏでొ࿥してください。
［就職׆ಈΛܧଓதのํ΁］

就職課にてਵ࣌૬ஊにԠ͡ています。 
問就職課

図書館
L I B R A RY

1

ର৅者 学部生
ି出࡭਺ まで࡭10
ड付期間 12月4日⣨～26日㊋
ฦ٫期ݶ日 1月12日⣬

2

ର৅者 学部生
ି出࡭਺ まで࡭10
ड付期間 卒業年次生 1月23日㊋～3月3

日⣭｜1～3年次生 1月23日㊋～3月24日⣭
ฦ٫期ݶ日 卒業年次生 3月19日⣨ ｜1

～3年次生 4月9日⣨

I Tڥ؀
I N F O R M AT I O N  T E C H N O L O G Y  

1

ౙق休業期間（12月25日⣨～1月5日⣬）、
後学期末試験ऴ了後（1月30日㊋）から2018

年度授業開࢝日までの間は、ར༻できる施ઃ、
メンテφثػ・間が変Θります。また、行事࣌
ンス࡞業などのために、ྟ に閉室すること࣌
がありますので確認してください。
詳細 掲示、MNSのWebαΠτ

2

PCԋश室やOneDrive for Businessに保
ଘしてあるσータは卒業すると取り出せなく

19

C A M P U S
I N F O

ϦϨーޱ座ະՃೖ者΁

満期対象者で、リレーޱ座ະՃೖの方は、
߇で手続きをして、本人ޱ関૭ػ金༥ٸࢸ
のコϐーを学生課΁提出してください。
ି与奨学ۚܧଓखଓ͖について（卒業

೥࣍生Ҏ外のશ員）

続説明会で「ି与ֹ௨知書」を配෇しܧ
ます。なお、所定の手続きをଵった場合、
঑学金は「ഇࢭ」になります。ܧ続ئ提出
（ೖ力）期間は12月18日⣨～26日㊋で
す。 

掲示
ଓखଓ͖についてܧ付奨学ۚڅ

の提出（ೖ力）がない場ئ続ܧ෇঑学金څ
合、঑学金は「ഇࢭ」になります。ܧ続ئ提
出期間にͭいてはڅ෇঑学金ద格認定説明
会にてご案内します。

Ոٸ͕ܭมͨ͠場合の
学අについて

ਵ࣌、૬ஊを受け෇けています。
学生課

教育ϩーンについて

ۜ行と提ܞし、教育ϩーンの঺հを行って
います。国の教育ϩーン（日本੓ࡦ金༥公
。のパンフレοτ΋༻ҙしています（ݿ

｜務課ࡒ 学生課

ます。（日程はਵ࣌お知らせ）
掲示、KUキャリアφϏ

［卒業೥࣍生΁］

進࿏報ొࠂ࿥について

進࿏がܾ定した方はͦの進࿏ઌを、ະܾ定
の方は࣌ݱ఺での׆ಈ状گをKUキャリア
φϏでొ࿥してください。
［就職׆ಈΛܧଓதのํ΁］

就職課にてਵ࣌૬ஊにԠ͡ています。 
就職課

学ੜੜ׆のこと

C A M P U S  L I F E

図書館
L I B R A RY

ౙق௕期ି出について1

ର৅者 学部生
ି出࡭਺ まで࡭10
ड付期間 12月4日⣨～26日㊋
ฦ٫期ݶ日 1月12日⣬

य़ق௕期ି出について2

ର৅者 学部生
ି出࡭਺ まで࡭10
ड付期間 卒業年次生 1月23日㊋～3月3

日⣭｜1～3年次生 1月23日㊋～3月24日⣭
ฦ٫期ݶ日 卒業年次生 3月19日⣨ ｜1

～3年次生 4月9日⣨

I Tڥ؀
I N F O R M AT I O N  T E C H N O L O G Y  

コンピュータ演習室の
ར༻について

1

ౙق休業期間（12月25日⣨～1月5日⣬）、
後学期末試験ऴ了後（1月30日㊋）から2018

年度授業開࢝日までの間は、ར༻できる施ઃ、
メンテφثػ・間が変Θります。また、行事࣌
ンス࡞業などのために、ྟ に閉室すること࣌
がありますので確認してください。
詳細 掲示、MNSのWebαΠτ

卒業೥࣍生΁2

PCԋश室やOneDrive for Businessに保
ଘしてあるσータは卒業すると取り出せなく

なります。必要であΕ͹必ず卒業前にόοΫ
アοϓを取っておいてください。また、JINDAI

メール（～@jindai.jp）は卒業後΋ར༻でき
る生֔メールアドレスです。JINDAIメールの
アドレスとॳ期パスϫードはWeb St@tion 

のお知らせにて公開していますので、卒業前
に必ず߇えておくΑうにしてください。なお、
MNSメールは卒業後はར༻できません。

Ξンν΢Οϧスιϑトの
ར༻について

3

༺੶中はアンνウィルスιフτをແ料でརࡏ
できます。ࣗ ୐のPCなどにΠンスτールをし
てウィルス対ࡦを行ってください。
詳細 MNSのWebαΠτ

ͦのଞ
O T H E R

学生相談室ΑΓ1

お気ܰにごར༻ください。
Y ὸ 045-491-2162（学生૬ஊ室௚௨）
ɹ ὸ 045-481-5661（内ઢ2252）
S ὸ 0463-59-5975（学生૬ஊ室௚௨）
ɹ ὸ 0463-59-4111（内ઢ3041）

学割ূの発ߦについて2

ౙق・春ق休業前は証明書ࣗಈ発行ػが
しますので、必要な方はૣめに取得してࡶࠞ
ください。学ׂ証の༗ޮ期間は3カ月です。 
問 学生課

外国ਓཹ学生΁3

৽についてߋ期間のཹࡏ

ೖ国؅理ہでの更৽手続きには、大学で
発行する書ྨが必要です。ཹࡏ期間満了日
の3カ月前～஗くと΋2週間前には国際セン
ターでਃࠐΈを行ってください。資格外׆
ಈڐ可΋更৽࣌に࠶度ਃ੥が必要です。
資格外׆ಈについて

アルόΠτを希望する外国人ཹ学生は、事
前に資格外׆ಈڐ可のਃ੥が必要です。
問 Y S 国際センター

ॅ所มߋの届出について4

ॅ所変更が生͡た場合、次のどͪらかの
方法でొ࿥してください。Web St@tion内、
「学生৘報ೖ力システム」Αり変更する。ま
たは修学キャンパス学生課にて、「本人・保
証人ॅ所カード」に記ೖし、提出する。

外国ਓཹ学生のͨΊの
νューター募集について

5

2018年4月にདྷ日する外国人ཹ学生をαϙー
τするνϡーターをืूしています。 詳細
Web St@tion掲示 問 Y S 国際センター

౪೉について6

学内で౪೉がଟ発しております。وॏ඼の؅
理をしっかりと行ってください。部室にͭ いて΋
ୀ出࣌の૭・൶の施ৣをపఈしてください。΋
し౪೉にૺった場合は、ٸࢸਃし出てください。

ෆਖ਼ༀ෺にؔ͢る஫ҙ7

ۙ年、大学生にΑるݥةドϥοάなどのෆ
ਖ਼ༀ෺の࢖༻が報ಓさΕています。ܰ い気
したことにΑる৺਎༺࢖でෆਖ਼ༀ෺をͪ࣋
΁のӨڹはܭりしΕません。ਆಸ઒大学で
はෆਖ਼ༀ෺の࢖༻๷ࢭに޲けた講ԋ会な
どを開࠵していますので、ੵ తに参Ճしてۃ
ください。また、ສ一、༑人から࢖༻をקめ
らΕていたり、೰Έのある人は保݈؅理セン
ターや学生૬ஊ室などに૬ஊしてください。
（学生生׆支援部·保݈؅理センターΑり）

大 学 からの ͓ ஌らͤ
͜のΠンϑΥϝーγϣンཝҎ外Ͱ΋、大学からの௨஌΍࿈

བྷ͸ͨ͘͞ Μ͋Γ·͢のͰ、「΢Σϒステの͓஌らͤ」͓ Α

ͼ所定のࣔܝ൘͸ຖ日֬ೝ͢るΑ͏ に৺͕けて͘ ͩ͞ いɻ

＝ ͓ۚに
    ؔ͢る৘報

＝ 健߁に
    ؔ͢る৘報

＝ 学生生׆に
    ؔ͢る৘報

Y ＝ 横浜キャンパス

＝ 湘南ひらつか
   キャンパスS

＝ 学修ؔ࿈৘報

＝ 就職ؔ࿈৘報

＊TOEIC、TOEFLはエσϡέーショφルテスティンάαーϏス（ETS）のొ࿥商ඪです。
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12
学部 大学院

大学院
法務
研究科

1 F

2 S

3 S HSKY

4 M

5 T

6 W

7 T

8 F

9 S TOEFL- ITP®S

10 S TOEFL- ITP®Y

11 M

12 T

13 W 学内合同企業説明会༧定Y

14 T

15 F

16 S

17 S

18 M

19 T

20 W

21 T

22 F 休講（څඅ生試験४උ）

23 S ౙق休業開࢝

24 S

25 M ౙق休業開࢝

26 T

27 W 図書館休館

28 T

年末年࢝一੪休Ջ
図書館休館

＊この期間は事務取ѻいをいたしません。

29 F

30 S

31 S

December2 0 1 7

E V E N T
C A L E N -
D A R［೥末೥࢝一੪ٳ業期間について］  下記のଞに事務ѻいをしない日΋あります。詳細はHP౳でご確認ください。

［ͦのଞ］  大学院の学位論文に関する日程は履修要覧をご確認ください。 詳細は、HPの「Πϕンτカレンμー」をご覧ください。!

Y

1
January2 0 1 8

学部 大学院
大学院
法務
研究科

1 T

2 F

3 S

4 S

5 M

6 T

7 W

8 T

9 F

10 S

11 S 国記೦の日ݐ

12 M

13 T

14 W

15 T

16 F

17 S

18 S

19 M

20 T

21 W 学内合同企業説明会Y

22 T

23 F 学内合同企業説明会S

24 S

25 S

26 M

27 T

28 W

2
February2 0 1 8

学部 大学院
大学院
法務
研究科

1 T

学内合同企業説明会Y
2 F

3 S

4 S

5 M
TOEFL- ITP®Y

学内合同企業説明会S

6 T

学内合同企業説明会Y

7 W

8 T

9 F

10 S

11 S

12 M

13 T

14 W

15 T

16 F

17 S

18 S

19 M 卒業式 学位授与式

20 T

21 W 春分の日

22 T

23 F

24 S

25 S

26 M

27 T

オリエンテーション期間
28 W

29 T

30 F

31 S

3
March2 0 1 8

学部 大学院
大学院
法務
研究科

1 M

年末年࢝一੪休Ջ
図書館休館

＊この期間は事務取ѻいをいたしません。

2 T

3 W

4 T

5 F

6 S

7 S

8 M ੒人の日

9 T

10 W

11 T

12 F

13 S 休講

14 S

15 M 学内合同企業説明会S

16 T 金༵日୅ସ授業日
ิ講日

17 W
ิ講日・学内合同企業
説明会༧定Y

18 T

19 F

20 S

21 S

22 M 後学期授業ऴ了

23 T ิ講日
後学期授業ऴ了

ิ講日
後学期授業ऴ了

24 W

後学期末
定期試験 ิ講日 後学期末

定期試験
25 T

26 F

27 S

28 S

29 M 後学期末
定期試験 ิ講日 後学期末

定期試験30 T

31 W

TOEIC®

ϓレΠスメンτ
テスτY

TOEFL- ITP®S

1月6日～1月30日 1月31日～3月31日

教務課・学生課
月～金 8：45～19：30 8：45～16：30
土 8：45～16：30 閉室

資格教育課程課 月～金 8：45～16：30 8：45～16：30

教職課程支援室
月～金 9：00～18：30 9：00～16：30
土 9：00～16：30 閉室

教育支援センター 月～金 9：00～18：00 9：00～16：30
国際センター 月～金 9：00～18：00 9：00～16：30

就職課
月～金 9：00～18：00
土 9：00～16：00

業課ࣄ報޿ 月～土 8：30～16：30

務課ࡒ 月～金 8：30～16：30（૭ޱ取ѻ 9：00～15：30）
＊ただし、12:00～13:00を除く

図書館
月～土 8：50～21：30 9：30～18：00

日・祝 9：30～18：00 図書館HPを参照

保健管理センター
（保健室）

月～金 8：30～19：00 8：45～16：30

土 8：30～16：30 閉室

学生相談室
月・金 10：00～19：00 詳細は大学HPや掲示板で

お知らせします。Ր・ਫ・໦ 10：00～18：00

6号館コンピュータ演習室
 202・205・208-1・208-2

月～金
8：45～19:30

9：15～19：30
土 9：15～18：45

23号館コンピュータ演習室
103・109・111

月～土 8：45～21:45 閉室

1月6日～1月30日 1月31日～3月31日

平塚教務課・
平塚学生課

月～金 9：10～18：30 9：10～17：00

土 9：10～17：00 閉室

教育支援センター 月～金 9：00～17：00

平塚国際課 月～金 9：10～17：00

平塚就職課
月～金 9：10～18：30 9：10～17：00

土 原則として休室。開室する場合は事前に告知します。

平塚図書館
月～土 9：10～19：50 9：10～16：50

図書館HPを参照
日・祝 9:10～16:50 休館

保健管理センター
（保健室）

月～金 9：00～18：30 9：00～17：00

土 9：00～17：00 閉室

学生相談室 月～金 9：00～17：00 詳細は大学HPや掲示板で
お知らせします。

11号館
コンピュータ
演習室

201・202 月～金 9：00～17：30 閉室

303・304
305・306・307

月～金 9：00～19：50 9：00～17：00

土 9：00～17：00 閉室

H
A

PPY NEW YEA

R!!

։室・։館Ҋ内［ 1・2・3݄］

＊窓口取扱時間は変更することがありますので、大学HPや掲示板等で確認してください。
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学修
L E A R N I N G

1

期間 1月24日㊌～30日㊋
時間割発表 12月13日㊌ 

 詳細 Web St@tion

［大学院生の後学期末試験について］

後学期末試験を実施する学部科目の履修
者は、必ず受験してください。欠席者は評価
の対象となりません。

2

病気などのやむを得ない理由で定期試験
を受験できない場合に追試験の制度があ
ります。追試験は「履修規程」に従った受
験資格が必要で、所定の手続きがないと受
験できません。 
詳細 Web St@tion

3

日程 1月31日㊌
1・2年次生全員と3・4年次生の希望者
（150名）を対象として実施します。
詳細 Web St@tion

4

大学院の学位論文に関する日程は履修要
覧をご確認ください。提出日以降は一切受
理いたしません。
詳細 掲示
提出 教務課

5

大学公式ホームページにて発表します。
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C A M P U S  I N F O＝湘南ひらつかキャンパスS＝横浜キャンパスY

学部 大学院
大学院
法務
研究科

1 T

学内合同企業説明会Y
2 F

3 S

4 S

5 M
TOEFL- ITP®Y

学内合同企業説明会S

6 T

学内合同企業説明会Y

7 W

8 T

9 F

10 S

11 S

12 M

13 T

14 W

15 T

16 F

17 S

18 S

19 M 卒業式 学位授与式

20 T

21 W 春分の日

22 T

23 F

24 S

25 S

26 M

27 T

オリエンテーション期間
28 W

29 T

30 F

31 S

3

1月6日～1月30日 1月31日～3月31日

平塚教務課・
平塚学生課

月～金 9：10～18：30 9：10～17：00

土 9：10～17：00 閉室

教育支援センター 月～金 9：00～17：00

平塚国際課 月～金 9：10～17：00

平塚就職課
月～金 9：10～18：30 9：10～17：00

土 原則として休室。開室する場合は事前に告知します。

平塚図書館
月～土 9：10～19：50 9：10～16：50

図書館HPを参照
日・祝 9:10～16:50 休館

保健管理センター
（保健室）

月～金 9：00～18：30 9：00～17：00

土 9：00～17：00 閉室

学生相談室 月～金 9：00～17：00 詳細は大学HPや掲示板で
お知らせします。

11号館
コンピュータ
演習室

201・202 月～金 9：00～17：30 閉室

303・304
305・306・307

月～金 9：00～19：50 9：00～17：00

土 9：00～17：00 閉室

＊窓口取扱時間は変更することがありますので、大学HPや掲示板等で確認してください。

＊掲示板での発表は行いません。
日程 卒業・進級合格：3月3日⣭ 10：00

大学院修了：3月14日㊌ 10：00

6 卒業式・学位授与式について

日程 3月19日⣨  ［一回目］10：15開場
学部（法、経済、外国語）、大学院（法学、経
済学、外国語学、歴民、法務）［二回目］13：
15開場 学部（経営、人間科、理、工）、大
学院（経営学、人間科学、理学、工学）
場所 パシフィコ横浜（国立横浜国際会
議場） ＊なお、卒業・修了発表後、保証人宛
（大学院生は本人宛）に案内状を発送し
ます。 
詳細 掲示

7 教職課程

12月から1月にかけて、各種説明会や学力
試験を行います。詳細はJINDAI Style316

号や各キャンパス支援室掲示板で確認して
ください。
問 Y 教職課程支援室｜S 資格教育課程支
援室

学芸員課程「館務実習内諾
希望届」の提出について

8

日程 S 1月12日⣬17：00提出期限
問 S 資格教育課程課支援室（6号館202

号室）詳細 掲示

科目等履修生（学部）の
出願について

9

卒業後に学部科目を履修し単位を修得で
きる制度があります。希望者は所定の手続
きが必要です。
募集要項配付 12月1日⣬～
出願日 3月6日㊋ 

配 問 Y 資格教育課程課｜S 資格教育課程
支援室

資格
QUAL IF ICAT ION

1 日商簿記検定3・2級講座

2018年6月実施の「日商簿記検定試験」合
格をめざす講座です。
申込期間 2級：12月1日⣬～1月22日⣨
3級：4月上旬
講座日程（予定） 2級：Y 2月16日⣬～ 6

月5日㊋｜S 2月16日⣬～6月6日㊌
3級：Y 4月中旬～6月上旬
＊上記の講座は定員に満たない場合、開講し
ないことがあります。講座日程は変更の可能
性があります。  
問 Y広報事業課｜S 就職課

2 合格者調査の実施について

資格取得講座の受講生で検定合格をした
方は、受講講座と氏名を明記のうえ、下記
メールアドレスまでご連絡ください。

kokai-shikaku@kanagawa-u.ac.jp

T O E F L - I T P ®

（団体向けテスト）実施
3

下記日程でTOEFL -ITP®を実施します。
日程 Y 3月5日⣨｜S 1月31日㊌
申込期間 各試験日の1カ月前から1週間
前まで
 詳細 HP、掲示｜Y S 国際センター

外国語検定試験資格取得
に係る報奨制度について

4

指定の検定試験に合格すると受験料が戻
ります。申込期間 1月9日㊋～16日㊋
（土・日は除く） 
 問 Y S 教務課  

詳細 ウェブステ“事務からのお知らせ”

学修
LEARNING

1 後学期末試験について

期間 1月24日㊌～30日㊋
時間割発表 12月13日㊌ 

 詳細 Web St@tion

［大学院生の後学期末試験について］

後学期末試験を実施する学部科目の履修
者は、必ず受験してください。欠席者は評価
の対象となりません。

2 追試験について

病気などのやむを得ない理由で定期試験
を受験できない場合に追試験の制度があ
ります。追試験は「履修規程」に従った受
験資格が必要で、所定の手続きがないと受
験できません。 
詳細 Web St@tion

T O E I C ®- I Pテストの
実施について

3

日程 Y 1月31日㊌
1・2年次生全員と3・4年次生の希望者
（150名）を対象として実施します。
詳細 Web St@tion

大学院生（修士・博士）の
論文提出について

4

大学院の学位論文に関する日程は履修要
覧をご確認ください。提出日以降は一切受
理いたしません。
詳細 掲示
提出 Y S 教務課

卒業・進級合格、
大学院修了発表について

5

大学公式ホームページにて発表します。

LEARNING

学मのこと

20



J . S .
R E V I E W

R E C O M M E N D E R

Y O S H I D A  H I D E T O

具体（わかりやすい）と
抽象（わかりにくい）とは !

JJIN
DAI Style

全日本大学駅伝20年ぶり優勝のニュー

スはこの号の編集途上でもたらされまし

た。JINDAI Style の編集作業は２ヶ月ほ

どの長丁場、その途中での記事の大幅な組

み替えは編集者泣かせでしょう。今回は４

頁増という大英断で、これを誌面化するこ

とができました。今号の特集はキャンパス

国際交流。「国際化=英語化」ではないとい

うことも感じ取ってください。学生スタッ

フ編集ページは暖かく冬を過ごす極意伝授

の「私の愛する冬の楽しみ方」。寒さに負け

ず、良い年をお迎えください。（本間）

E D I T O R ’ S  N O T E316 D E C E M B E R
2 0 1 7

神奈川大学通信
［神大スタイル］

年5回発行（5月・7月・10月・12月・3月）2017年12月8日発行 ［編集・発行］神奈川大学通信JINDAI Style編集専門委員会

＊ バックナンバーを入手希望の方は、
 広報課までご請求ください。なお、『JINDAI Style』は
 神奈川大学ホームページ
 http://www.kanagawa-u.ac.jpでもご覧になれます。

［委員長］
●行川一郎（経営学部教授）
［委員］
●葭田英人（法学部教授）
●酒井良清（経済学部教授）
●望月耕太（経営学部助教）
●大竹弘和（人間科学部教授）
●本間正明（理学部教授）
●吉田稔（工学部教授）

編集専門委員会

●水上晃（広報部長）
●梶山妙子（広報課長）
●林すみれ（広報課）
●横内香澄（学生課）
●平嶋祥子（平塚学生課）

● 後藤友菜（法律4）
● 佐藤春香（法律1）
● 栁下瑠南（経済3）
● 髙�泰（経済2）
● 廣田晴迪（経済2）
● 守山涼（現ビ4）
● 染谷茉佑（現ビ3）
● 星奈津希（現ビ3）
● 水谷結希（現ビ3）
●吴昊（現ビ2）
● 齋藤みなみ（現ビ2）
● 佐野朱梨（現ビ2）
● 澤口翔馬（現ビ2）
●阿部一輝（経営4）

学生スタッフメンバー

●秋山珠里衣（経営3）
●木村彩香（経営3）
●高田歩未（経営3）
●福田千寛（経営2）
●後藤大和（経営1）
●山田奈那実（英文3）
●青柳舞穂（英文1）
●竹森あかね（英文1）
●楠村亞弓（文化2）
●舟久保遥（人科3）
●若尾芽菜（人科3）
●武内瑞稀（人科2）
●矢田愛実（化学3）
●坪谷大樹（生物4）

スポー
●  水泳
［第93
上田 桜
400M個
後藤 真
800M自
白川 有
寺本 瑠
藤津 加
石坂 夏
5位
古林 毬
藤本 華I N F O

喫煙について

本学は指定場所以外での喫煙を禁止しています。学内外より喫

煙マナーについて苦情も寄せられています。喫煙による健康被

害は、受動喫煙者にも影響をもたらします。ルールを守って快

適なキャンパス環境をつくりましょう。

J I N D A I  S t y l eの感想を大募集！

JINDAI Styleのご意見・ご感想をお待ちしております。「取材して

欲しいテーマがある」などの情報提供も大歓迎です！下記メールア

ドレスに氏名・学部・連絡先をご記入のうえ、ご連絡ください！

jindai-style2@kanagawa-u.ac.jp

C L U B  R O O M S
B A S K E T B A L L

クラブ・サークル紹介
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今

C L U B  D A T A

部員数は42名。湘南ひらつかキャンパス

の体育館で月曜以外の週6日、午後5時か

ら8時頃まで行う。練習も常に100％の

力を出し切ることで手にした1部リーグ

昇格。来季への期待が高まる。

  

スポーツ系（体育会）
●  水泳部
［第93回日本学生選手権水泳競技大会 ］
上田 桜子（人科4）→200M個人メドレー 3位
400M個人メドレー 4位
後藤 真由子（人科4）→200M背泳ぎ 5位
800M自由形 2位
白川 有紗（人科3）→800M自由形 3位
寺本 瑠美（人科3）→100M・200M背泳ぎ 3位
藤津 加奈子（人科3）→200M自由形 7位
石坂 夏鈴（人科2）→200M・400M個人メドレー 
5位
古林 毬菜（経済2）→200M背泳ぎ 6位
藤本 華（人科1）→800M自由形 7位

女子800Mフリーリレー→ 3位
男子400Mフリーリレー→ 8位
女子400Mフリーリレー→ 5位
女子400Mメドレーリレー→ 8位
女子総合→4位（シード権獲得）
●  レスリング部
［文部科学大臣杯平成29年度全日本学生レスリ
ング選手権大会］
北條 良真（経営1）→グレコローマンスタイル（以
下GR）71㎏級 ベスト8
葛谷 拳龍（経営3）→GR75㎏級 第2位
齋藤 遥花（経営2）→女子フリースタイル55㎏ 
第3位
藤田 祐輔（経営4）→フリースタイル97㎏級 第3位
●  スケート部スピード部門

［第28回全日本ショートトラックスピードスケート
選手権大会］
齋藤 慧（人科4）→男子500ｍ 第7位
男子1000ｍ 第4位
男子1500ｍ 第3位
●  トライアスロン部
［日本学生トライアスロン選手権］
佐藤 錬（経済4）→6位
［ ITUトライアスロン・アジアカップ（2017・村上）］
佐藤 錬（経済4）→16位
尾関 駿介（機械3）→66位
●  陸上競技部
［秩父宮賜杯第49回全日本大学駅伝対校選手
権大会］
陸上競技部駅伝チーム→総合1位※通算3回

●  男子バスケットボール部
［第93回関東大学バスケットボールリーグ戦（2部）］
準優勝→1部昇格(創部以来初)

文化系
●  JAZZ研究会
［神奈川大学JAZZ研究会 前期定期演奏会］
→入場者数約50名
●  管弦楽団
［神奈川区区制90周年記念式典］
→入場者数約250名
●  吹奏楽部
［第65回全日本吹奏楽コンクール］
→金賞(大学最多となる通算29回目)

 C L U B  &  C I R C L E  R E P O R T 活動報告
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